
 

 

 

 

 
          

「一人ひとりの自立に向けて」 

                                     高等部長 川﨑 貴子 

 高等部はこの春 43名の新入生を迎え、生徒総数は 134名となりました。 

高等部では、『仲間とともに、楽しく豊かに自己実現できる生徒』を目標に掲げ、日々の教育活動に取り組

んでいます。そのなかでも、特に大切にしていることが仲間や人との関わりです。 

 プレハブ棟へ続く渡り廊下では、日々様々な学年の生徒や教師が行き交います。その際、顔馴染みの無い相

手に対しても生徒自ら「おはようございます」「こんにちは」と挨拶を交わす光景は、見ていてとても気持ち

が良いものです。上級生たちが率先して挨拶している姿が下級生の良き手本となり、学部全体として好循環を

生んでいます。また、高等部は先輩や後輩、友達や教師などの多様な関わりのなかで「あの子みたいになりた

い」「友達と一緒だからやってみよう」「あの子ができるから、私もできるはず」など、互いに意識しながら

仲間と共に学び合っているのが特徴的です。一方で、困っている友達がいたら自発的に手を差し伸べてあげら

れる、そのような思いやりの心を大切に、これからの社会生活で周りの人達と協力しながら自分らしく生活で

きる力を学部全体で育んでいきたいと思います。 

 高等部の３年間はあっという間に過ぎていきます。自立とは、一人でできることだけではありません。「私

はここを手伝ってもらえると頑張れます」「この部分は一人では難しいのでお願いします」など、周りの人々

に助けを求める術を身に着け、できることを増やしていくことも自立です。高等部３年間で仲間と共に学びを

深め、生徒一人ひとりの卒業後の社会参加・社会自立につなげていきたいと思います。 

 

『チャレンジあるのみ！』 

訪問教育担当 西垣 由紀子 

今年度こやの里特別支援学校の訪問教育生は、高等部に１名在籍しています。24時間医療的ケアを必要とす

るため学校へ通学しての学習が難しく、学校から教師が家庭に出向き授業を行っています。 

訪問教育は、『生活のリズムを整え、健やかに生活できる力をつける』『強く明るく生きる意欲、気力を高

める力をつける』を目標として、教科・特別活動・自立活動など生徒の実態に合わせて学習内容を設定してい

ます。また、通学している児童生徒と同じ課題に取り組んだり、体調と相談しながらスクーリングや学校行事

へ参加したりして、色々な経験を積み重ねています。4月は「おなべさん」の絵本を元に玉ねぎ、ジャガイモ、

人参の匂いや感触を体験したあと、カレー粉の匂いも体験しました。その時は、においや感触だけだったので

残念そうに目を何度も動かしたり、瞬きしたりして「調理はしないの？」というようなアピールをしていまし

た。スクーリングでも、同じように「これしてくれる人」に対して、目を動かしたり、身体に力を入れたりし

て「やりたいです！！！」とアピールしています。５月は、高２の生徒と一緒に宿泊学習にも参加しました。

「夜の集い」の学年活動が一番楽しかったようです。これからの１年間、活動することが大好きな訪問生と

色々なことにチャレンジしていきたいと思います。 

『学校からのお知らせ』 

本校では児童生徒数の増加に対応するため、南グラウンドに仮設校舎（6教室）を設置することとなりまし

た。それに伴い、今年度中に建設工事を開始予定です（来年度完成予定）。工事期間中は、一部の施設利用等

に制限が生じる場合がございますが、安全確保を最優先に進めてまいりますのでご理解ください。今後とも、

ご支援ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

※次号より「こやの里だより」は楽メにて配信させていただきます。よろしくお願いいたします。 

（第５号）  

                  令和７年７月 1日（火） 

兵庫県立こやの里特別支援学校 

                          校  長    大 𦚰 知 子 




